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脳梗塞治療
24時間365日体制で専任スタッフが待機
急患を受け付けています

かしわばゼミナール
脳卒中発症後の気分の落ち込みは
『うつ病』の可能性もあります
おしらせ
平成18年10月１日から
健康保険法等が改正され
患者さんの負担額が変わります
食べて健康
サツマイモ



患
者
さ
ん
の
権
利

・
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る
権

利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利
が

あ
り
ま
す

・
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

・
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知
る

権
利
が
あ
り
ま
す

・
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権
利

が
あ
り
ま
す

病
院
の
基
本
方
針

・
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の
医

療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

・
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の
理

解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

・
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

・
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
技

術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

・
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

・
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

病
院
の
理
念

私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の
サ
ー
ビ

ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り
ま
す

私

た

ち

の

考

え

て
い

る

こ

と

脳卒中は、脳の血管障害の総称で、その中の8割を占めるのが脳梗塞です。脳の動脈が詰まり血液の

流れが悪くなって、酸欠に陥った脳の細胞が死んでしまう病気で、近年、高齢者に著しい増加がみら

れます。当院では地域の病院・医院と連携し、脳梗塞の最先端治療「ｔＰＡを用いた血栓溶解療法」を

積極的に行っています。この脳梗塞の治療体制と実績が評価され、「週刊朝日・2006年9月8日号」で

『脳卒中の「いい病院」』として当院が紹介されました。

緊急時の連絡先
　 011‐851‐2333

「週刊朝日」で『脳卒中の「いい病院」』として
当院が紹介されました

脳梗塞の症状が出たら……

「脳梗塞の疑いあり」と診断されたら……

柏葉脳神経外科病院
●24時間365日の急患受け入れ体制
●国道36号からの救急車専用通路の確保
●急性期の薬物治療・手術
●急性期・回復期のリハビリテーション
●在宅治療を支える「かかりつけ医」との連携

自宅で

地域の病・医院で

●片方の手足など半身の動きが急に悪くなる
●突然ろれつが回らなくなる、言葉が出にくくなる
●片方の目が見えにくくなる、視野が狭くなる
●突然ふらつき、歩けなくなる
●意識がなくなる

脳梗塞治療
24時間365日体制で専任スタッフが待機
急患を受け付けています

治療体制の整った当院で治療・リハビリ

すぐに病院へ！

すぐに病院へ！



写真Ａ：来院時のＣＴ画像

写真B：ｔＰＡ治療前のMRA画像

写真C：ｔＰＡ治療後のMRA画像

t
P
A
を
用
い
た

血
栓
溶
解
療
法
の

治
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す

　

『
t
P
A
（
組
織
性
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
活

性
化
因
子
）
』
は
、
2
0
0
5
年
10
月
に
保
険

適
用
に
な
っ
た
新
薬
で
、
静
脈
に
投
与
し
、
血

管
に
詰
ま
っ
た
血
栓
（
血
の
か
た
ま
り
）
を
溶

か
し
ま
す
。
t
P
A
に
よ
る
『
血
栓
溶
解
療

法
』
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
復
帰
で
き
る
患
者

さ
ん
の
割
合
は
、
従
来
の
1
・
5
倍
の
39
％
に

増
加
す
る
と
い
う
臨
床
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は

発
症
か
ら
3
時
間
以
内
に

　

t
P
A
の
使
用
は
、
脳
出
血
の
危
険
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
発
症
か
ら
3
時
間
以
内
に
制

当院におけるtPA治療実績
（2005年12月10日～2006年10月24日）
・治療件数 30件（死亡1件）
・男性 16人、女性 14人

tPA治療後の経過
（治療後1カ月以上の患者さん26人を対象）

当院におけるtPA治療の症例

限
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
梗
塞
の
治
療
は
時
間
と

の
闘
い
で
す
。
当
院
で
は
、
救
急
隊
や
地
域
の

病
・
医
院
と
連
携
し
、
一
刻
で
も
早
く
治
療
を

始
め
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
が
t
P
A
を
用
い
た
血
栓
溶
解
療
法
を

開
始
し
た
の
は
2
0
0
5
年
12
月
10
日
。
治
療

件
数
は
10
月
24
日
現
在
で
30
件
で
、道
内
で
は
も

っ
と
も
多
い
治
療
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ｔＰＡ治療を行う
医療機関の条件
（日本脳卒中学会）

●CT・MRI検査が24時間可能 
●集中治療のため十分な人員を中心と
するストロークチームおよびSCUま
たはそれに準ずる設備があること 
●脳内出血などの不慮の事故に際し、
脳神経外科的処置が迅速に行える
体制 
●急性期脳梗塞（発症後24時間以内）
治療の経験が十分（例えば年間50件
以上）あること

当院は、これらの基準をすべて満たして
おり、ガイドラインに則って迅速な治療
を行っています

国道36号直結の
救急車専用道路

【
当
院
到
着
】

救
急
車
に
て
搬
送
。

午
前
3
時
40
分
、当
院
に
到
着
。

【
診
察
】

救
急
処
置
室
に
て
診
察
。

●
血
圧
1
3
2
／
82
、呼
吸
な
ど
に
問
題
な
し
。

●
神
経
学
的
検
査
で
は
、構
音
障
害・右
顔
面
の

不
完
全
麻
痺・右
上
肢
の
完
全
麻
痺
と
右
下
肢

の
不
完
全
麻
痺
を
認
め
る
。

●
Ｃ
Ｔ
で
は
、ま
だ
早
期
虚
血
に
よ
る
変
化
は
は
っ

き
り
と
認
め
ら
れ
な
い（
写
真
A
）。

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
、左
放
線
冠
に
脳
梗
塞
の
所
見
を
認

め
る
。さ
ら
に
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
て
、左
中
大
脳
動
脈
の

閉
塞
を
認
め
る（
写
真
B
）。

●
採
血
結
果
の
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、担

当
医
が
、t
Ｐ
Ａ
治
療
を
決
断
。

【
治
療
説
明
】

t
Ｐ
Ａ
治
療
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

●
t
Ｐ
Ａ
治
療
は
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
反

面
、脳
出
血
を
お
こ
す
危
険
性
も
高
い
た
め
、治

療
に
つ
い
て
、担
当
医
が
ご
本
人
や
ご
家
族
の
方

に
詳
し
く
説
明
し
、話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

【
ｔ
Ｐ
Ａ
治
療
開
始
】

午
前
4
時
25
分
。当
院
到
着
よ
り
85
分
後
に
、t
Ｐ

Ａ
の
投
与
を
開
始
。

●
投
与
に
よ
る
副
作
用
は
出
現
せ
ず
。24
時
間
後

に
投
与
終
了
。

●
投
与
終
了
時
点
で
、神
経
学
的
に
は
軽
度
の
構

音
障
害
が
残
存
す
る
の
み
に
ま
で
改
善
。

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
上
脳
梗
塞
は
認
め
ら
れ
た
が
、拡
大

は
な
い
。左
中
大
脳
動
脈
の
再
開
通
を
認
め
る

（
写
真
C
）。

【
そ
の
後
】

翌
日
か
ら
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、高
気
圧
酸
素
療

法
を
行
う
。

【
退
院
】

入
院
後
18
日
目
に
退
院
。神
経
学
的
に
は
問
題
な

く
、独
歩
に
て
病
院
を
後
に
す
る
。

＊
現
在
の
と
こ
ろ
当
院
で
は
t
Ｐ
Ａ
治
療
に
よ
る
脳
出
血

の
副
作
用
は
、幸
い
1
例
も
経
験
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

2
0
0
6
年
7
月

50
代
・
男
性

午
前
3
時
に
起
床
後
、

右
上
下
肢
脱
力
と

言
葉
の
出
づ
ら
さ
を
自
覚

改善した 25人
（96％）



第12回

編集後記

　

秋
も
深
ま
り
肌
寒
い
日
が
増
え
、
太

陽
の
日
差
し
も
優
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
が
流

行
っ
て
い
る
と
の
話
も
耳
に
し
ま
す

が
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
秋
と
い
え
ば
、

「
食
欲
」「
読
書
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
十

人
十
色
の
楽
し
み
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
札
幌
の
気
温
は
例

年
に
比
べ
温
か
く
経
過
し
て
い
る
よ
う

で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
お
お
い

に
堪
能
し
て
、
来
る
冬
に
向
け
て
の
体

力
を
蓄
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
）

脳
卒
中
発
症
後
の
気
分
の
落
ち
込
み
は

『
う
つ
病
』の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

適
切
な
治
療
が
必
要
で
す

脳
卒
中
発
症
後
に
か
か
る

『
心
の
風
邪
』

　

脳
卒
中
の
治
療
を
行
い
、
症
状
が
回
復
し
て

き
た
患
者
さ
ん
の
中
に
、
な
ん
だ
か
気
分
が
落

ち
込
み
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
気
が
起
こ
ら
な
く

な
っ
て
、
1
日
中
ベ
ッ
ド
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
よ

う
に
な
る
人
も
い
ま
す
。
一
時
的
な
こ
と
で
あ

れ
ば
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
化
す
る
場

合
は『
う
つ
病
』の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
『
う
つ
病
』と
は
、
精
神
疾
患
の
一
種
で
、
不

安
や
落
ち
込
み
、
や
る
気
の
低
下
の
ほ
か
、
食

欲
低
下
・
不
眠
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

初
期
症
状
に
は
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
し
び
れ
な

当
院
で
は
精
神
保
健
科
で

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

　

脳
卒
中
発
症
後
の
う
つ
病
の
原
因
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
脳
卒
中
で
、
脳
の
中
の
「
気
分
や
感
情
に
か

か
わ
る
部
分
」が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

②
脳
卒
中
の
後
遺
症
で
、
今
ま
で
当
た
り
前
に

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
い
ら
だ
ち
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

③
慣
れ
な
い
入
院
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

④
社
会
復
帰
や
将
来
に
関
し
て
強
い
不
安
を
感

じ
る

　

う
つ
病
に
よ
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
意
欲

おしらせ

食べ
て健康

サツマイモ

消
化
で
き
な
い
β
で
ん
ぷ
ん
が
、
便

秘
解
消
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す

高
血
圧
や
便
秘
に
効
果
的

　

サ
ツ
マ
イ
モ
に
一
部
含
ま
れ
る
β

で
ん
ぷ
ん
は
消
化
さ
れ
ず
に
、
食
物

繊
維
的
な
働
き
を
す
る
の
で
、
便
通

を
よ
く
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
Ｅ

の
ほ
か
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果
の
あ

る
カ
リ
ウ
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
過
熱
で
甘
く
な
り
ま
す　

　

ゆ
っ
く
り
加
熱
す
る
と
甘
み
が
増

す
の
で
、
調
理
は
、
電
子
レ
ン
ジ
よ

り
も
オ
ー
ブ
ン
や
蒸
し
器
で
。
冷
蔵

庫
で
は
な
く
、
新
聞
紙
に
包
ん
で
常

温
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
が
あ
り
ま
す
。

『
心
の
風
邪
』と
も

呼
ば
れ
、
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
が

あ
り
、
脳
卒
中
の

発
症
後
に
は
約
20

％
の
患
者
さ
ん
が

う
つ
病
に
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

【制　作】 有限会社 慶文社

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す
。

　

現
役
並
み
の
所
得
を
有
す
る
高
齢
者
の
窓
口

負
担
割
合
が
2
割
か
ら
3
割
に
な
り
ま
す
。

【
現
役
並
み
所
得
者
と
は
？
】

●
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上（
月
収
28
万
円
以
上
）

●
高
齢
者
複
数
世
帯
で
収
入
が
5
2
0
万
円
以
上

●
高
齢
者
単
身
世
帯
で
収
入
が
3
8
3
万
円
以
上

②
1
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ

り
ま
す
。

　

一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、所
得
に
応
じ
て
、

所
定
額
を
超
え
た
額
が
申
請
に
よ
り
、
保
険
者

ま
た
は
市
町
村
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
の
保
険
者

（
老
人
保
健
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

健
康
保
険
法
等
が
改
正
さ
れ

患
者
さ
ん
の
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

が
失
わ
れ
る
と
、
回
復
の
遅
れ
に

つ
な
が
り
ま
す
。早
い
段
階
で
の
、

医
師
に
よ
る
適
切
な
治
療
が
必
要

で
す
。

　

当
院
で
は
、
精
神
保
健
科
で
う

つ
病
の
治
療
を
行
っ
て
お
り
、
脳

神
経
外
科
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

患
者
さ
ん
の
よ
り
早
い
回
復
と
社

会
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。


